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様式第１号 

会 議 録 

会 議 の 名 称 平成２５年度 第１回所沢市文化財保護委員会 

開 催 日 時 
平成２５年５月２７日（月） 

午後２時００分 から 午後３時５０分 

開 催 場 所 市役所６０２会議室 

出 席 者 の 氏 名 
林 宏一  新井政明  谷川章雄  川井 博  新藤康夫 

上川 准  宮本八惠子 

欠 席 者 の 氏 名 石鍋壽寛  羽生修二 

説明者の職・氏名  

議 題 

議事 

１ 新たな指定文化財の答申について 

２ 指定文化財の指定解除について 

３ 新たな指定文化財の候補物件について 

４ その他 

 

報告 

１ 埋蔵文化財調査センター事業報告 

２ ミヤコタナゴ保護対策事業報告 

３ 生涯学習推進センターふるさと研究グループ事業報告 

会 議 資 料 

・新たな指定文化財の答申（案）(資料：１) 

・指定解除審議案件一覧(資料：２) 

・新たな指定文化財の候補物件(資料：３) 

・ミヤコタナゴ保護対策事業報告(資料：４) 

・生涯学習推進センターふるさと研究グループ事業報告(資料：５) 

担 当 部 課 名 

教育長：佐藤徳一 

教育総務部 

 部 長：平野澄彦  次 長：斉藤雅裕 

生涯学習推進センター 

 所 長：比留間嘉浩 主 査：倉持美樹 

文化財保護課 

 課 長：冨田一成  副主幹：中島岐視生 

主 査：古谷芳貴 稲田里織  

    清水建一郎※自己紹介後退席 

調理員：関沢克彦※自己紹介後退席 

主 任：窪地康幸  

教育総務部文化財保護課  電話０４（２９９８）９２５３ 
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様式第２号 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

事務局 

(稲田主査) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会 

教育長あいさつ 

事務局から、「所沢市情報公開条例」に基づき本会議、会議資料、

会議録の公開について諮り、公開とすることを宣言。会議録につい

ては要約方式、発言者の委員名は出さず「委員」の表示とすること、

会議録の確定は議長（委員長）の承認でおこなうことを確認した。 

事務局職員の自己紹介 

4 月 1 日付け人事異動に伴い、事務局職員に変更があったため、

自己紹介を行った。 

配布資料を確認後、任期満了に伴い、役員の選任について互選の

審議が行われた。その結果、委員長に林宏一氏、副委員長に新井政

明氏が選任され、それぞれ就任のあいさつが行われた。以降、林委

員長が議長となり議事を進めた。 

 

議事 

１ 新たな指定文化財の答申について 

 「旗本の墓」の指定について、教育長に提出する答申書の案を準

備してありますので、内容について確認を行いたいと思います。は

じめに事務局から答申書案について説明をお願いします。 

平成 17 年 7 月 14 日付所教文保第 46 号「市内に所在する文化財

の新たな指定及び登録について（諮問）」で本委員会に意見を求め、

継続審議となっていた「旗本の墓塔」について、「旗本宇佐美家・

久貝家の墓」「旗本中根氏の墓」「旗本久松氏の墓」「旗本花井氏

の墓」の 4 件をいずれも有形文化財/歴史資料として指定する答申

書の案について確認をお願いいたします。 

答申書の 1には、今回指定の答申をする「旗本宇佐美家・久貝家

の墓」「旗本中根氏の墓」「旗本久松氏の墓」「旗本花井氏の墓」

の 4 件の指定名称をお示ししており、2 には別紙として、その概要

と指定理由を付しております。 

次に 3は、先の諮問に対して本委員会から審議対象物件として、

提案されたもののうち、審議に必要な資料が整うまで、継続審議と

したものです。 

「栗原家文書」は、中世以来の一派神道の特色ある史料群です。

現在、埼玉県立文書館に寄託され、文書館にて目録を作成中であり、

目録が完成次第、指定の審議をすることとしております。目録作成

の進捗状況については、定期的に確認をし、会議時に報告してまい

りたいと思います。 

次に鎌倉街道上道の支道である「堀兼道」については、東の上遺

跡において確認された東山道武蔵路の延長上にあり、東山道武蔵路

跡と推定されます。遺構など審議に必要なデータが十分ではなく、

また生活道路であるなどの課題もあります。今後は、道路状遺構の

文化財指定について、調査を進めながら、現況の景観等に大きな変

更がないよう注視するとともに、発掘調査等により、さらに詳細な 
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議 長 

 

 

 

 

 

 

全 員 

議 長 

全 員 

議 長 

 

全 員 

議 長 

 

 

全 員 

議 長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

事務局 

(稲田主査) 

 

 

 

 

 

 

議 長 

事務局 

(冨田課長) 

 

議 長 

委 員 

 

 

データを構築した上で、古代道路跡として確証が得られた際に、改

めて審議をすることとしております。 

 「新指定候補文化財」の 4 件について順にご説明いたします。 

 ※新指定文化財候補の「旗本宇佐美家・久貝家の墓」「旗本中根

氏の墓」「旗本久松氏の墓」「旗本花井氏の墓」について説明。 

前回欠席の委員がおられたので補足しますと、「旗本宇佐美家・

久貝家の墓」については、当初は史跡と考えていましたが、所有者

から史跡指定の同意が得られないため、歴史資料としました。 

まず「旗本宇佐美家・久貝家の墓」についてですが、前回の委員

会で審議の結果、員数は一括とし、内訳に宇佐美家の墓 3基、久貝

家の墓 6基、石灯籠 1基、常夜灯 2基と付記して、指定理由はこの

評価とするということで、この案でよろしいでしょうか。 

異議なし。 

次に「旗本中根氏の墓」も、この案でよろしいですか。 

異議なし。 

次に「旗本久松氏の墓」も、とくに問題は無いといったところで、

この案でよろしいですか。 

異議なし。 

最後に「旗本花井氏の墓」は、無量寺墓地管理委員会が管理して

おり、問題無いと思われます。答申案の内容はこれでよろしいでし

ょうか。 

異議なし。 

それでは、新たな指定文化財の答申については、原案のとおり教

育長に答申をさせていただくということで、よろしくお願いいたし

ます。 

※この後、一旦議事を中断して、林委員長から佐藤教育長へ答申

書が手渡される 

 

２ 指定文化財の指定解除について 

次の議事について、事務局から説明をお願いします。 

資料:2 でお示しした指定文化財については、いずれもその所在が

所沢市外に移ることが確認されました。「所沢市文化財保護条例」

第 7 条第 1 項には、市指定文化財が市の区域内に所在しなくなった

ときは、その指定を解除することができるとありますので、次の 2

件の指定を解除してよろしいかお諮りするものです。1 件目は、「狩

野常信筆 山鳥図」、昭和 44 年 6月 27 日指定の絵画でございます。

2 件目は、「福沢諭吉書 七言絶句」、昭和 44 年 6 月 27 日指定の

書跡でございます。 

 所有者の方から解除の申し出があったということですよね。 

 いずれもご事情がありまして、所有する文化財が市外に出るとい

うことで、解除をしていただきたいという申し出があったもので

す。 

委員の皆様、いかがでしょうか。 

 絵画「狩野常信筆 山鳥図」ですが、色々検討いたしましたが、

所沢に強い関係がある作家ではなく、所有者がコレクションとし

て、長い間大切にお持ちになられたものです。所沢の資料として関 
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議 長 

 

 

委 員 

 

 

 

議 長 
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事務局 

(冨田課長) 

 

議 長 

事務局 

(稲田主査) 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

委 員 

 

係が強いものでは無いため、所有者の申し出をそのまま受け入れて

いいと判断します。 

 元々この地域に長く伝わったものでは無さそうだということで、

所在地が変更するということはやむを得ないものと考えます。いか

がでしょうか。 

 今後、個人コレクションの文化財指定のあり方について、検討し

ていく必要があるという感想を持ちました。今回の場合は、所有者

の申し出もあり、条文に該当するものですので、やむを得ないもの

と思います。 

 文化財行政初期の頃には、個人コレクションを文化財に指定して

いたケースも多かったようです。新しい文化財保護体制が整ってき

ていますので、今後、個人のコレクションは、基本的には指定の対

象から外すようなスタンスで、考えていってよろしいのではないで

しょうか。「狩野常信筆 山鳥図」「福沢諭吉書 七言絶句」の 2

件については、指定を解除するということでよろしいでしょうか。 

 異議なし。 

では、解除を認めるということで、指定書等の返還も含め、事務

手続きをお願いします。 

指定解除の事務手続きを進めさせていただきます。 

 

３ 新たな指定文化財の候補物件について 

次の議題につきまして、事務局から説明をお願いいたします。 

新たな指定文化財の候補物件としては、前回の会議において、調

査報告をしました「八雲神社祭礼用具一式」と、民俗文化財担当委

員から審議提案のありました「茶業農家の衣生活資料」の 2件です。

いずれも審議対象とするよう本委員会の意見が示されております

ので、「八雲神社祭礼用具一式」については、7 月に予定している

追加調査後に、改めて資料一覧をお示しするものとし、また、「茶

業農家の衣生活資料」については、実物資料を委員の皆様にご確認

いただきながら、今後、新たな指定文化財の候補として審議を進め

ていくことを確認させていただきます。 

 「八雲神社祭礼用具一式」と「茶業農家の衣生活資料」の 2件で

す。「茶業農家の衣生活資料」については以前から案件となってい

ます。これについて担当委員から改めて説明をお願いします。 

これは中富で長年茶業経営をされていた方から、平成 6～7 年に

わたって中富民俗資料館に寄贈された資料です。当初は『所沢市史

研究』に投稿する目的で調査を開始しました。仕事着と家着とよそ

ゆきが多いですが、製作に使用する糸や布も含めて 579 点あり、資

料の情報が全部得られているという特徴があります。冠婚葬祭やよ

そゆきに着用した着物というのは、比較的いい状態で残りますが、

野良仕事に着用したものは、最後はぼろ布と化して燃されて無くな

るので、収集が難しい資料です。しかし、この家では昭和 30 年代

の中頃までお針の上手なおばあさんが繕い、家での汚れ仕事ならこ

れで間に合うということで、ずっと保管されていました。また、昭

和 30 年代中頃から既成品がだんだん出回り始め、着なくなる衣類

も出てきますが、収納スペースに余裕があったため、捨てずに取っ 
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委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

全 員 
 

 

議 長 

委 員 

 

 

議 長 

 

ておくことができたようです。平成 6、7 年に母屋を壊した際に、

中富郷土民俗資料保存会が、下着に至るまで全部を収集してきまし

た。1 軒のコレクションで 1 年の流れ、ワードローブの変遷が確認

できるのは中々無いということで、是非指定をしたいと思います。 

※現物資料を一部確認する 

 詳しく聞くと、この資料の情報の豊富さがわかります。 

 養蚕をやっていた家なので、蚕の繭と真綿などを全部含めて、衣

類の賄い全体像を見渡せる資料と考えております。 

 他の委員の方から、何かありますか。 

 私はかつて青森でもハレの野良着という資料を見ました。 

 三富の開拓農家でこれだけの資料が残っていたことには驚きま

した。地元の保存会だから、何でも持ってこられたというのはある

と思います。 

 三富の農家全てではなく、この家の特殊性があると思います。 

 現在、分散状態で収蔵されているので、全点再確認する必要があ

ります。 

 本件については、早めに指定をしていく方向でよろしいでしょう

か。前後しますが、もう一つ、「八雲神社祭礼用具一式」も、前回

担当委員にご説明いただきましたが、欠席委員もおられたので、も

う一度説明をお願いします。 

 有楽町の町内会長から文化財保護課へ、指定してもらいたいとい

う申し出がありまして、去年の 11 月 1 日に現地調査をしました。

夏に行われる天王祭の祭祀用具であり、四神剣・四神の飾り台・四

神棒・台座・獅子頭・獅子の尾・居囃子の彫刻一式が非常に良い状

態で保管されています。また、全ての祭祀用具が、明治 13 年の墨

書入りの箱に収納されております。寄贈者である有楽町の糠問屋、

「大阪屋惣兵衛」の名も墨書されています。出所がはっきり分かり、

年代も確定でき、祭祀用具全てに欠けたものがありません。朱雀の

足のところを修復し、塗りなおしたような形跡がありましたけれど

も、その他は明治 13 年当時の状態を保っております。四神棒は、

一部シロアリの害を受けていますが、現在は使っておりません。天

王祭の祭礼の時には、仮の棒に四神を取り付けて、八雲神社の境内

に飾っています。本来は八雲神社の神輿を担ぐ時、先頭にこの四神

を掲げたもので、その様子は別の資料で確認できます。 

 しっかりした資料が一式で残っており驚きました。近世末から近

代初頭、所沢の祭礼の一端を窺える用具として、早く指定した方が

よい印象を受けました。これも候補物件とすることでよろしいでし

ょうか。 

異議なし。 

 

４ その他 

他になにか審議候補物件はありますか。 

 個人所有の所沢絣で、大正 11 年の東京博覧会で銅牌を受けた資

料があります。そういった資料を今後、市に寄贈していただくこと

はできないでしょうか。 

所沢市に関連する資料なので、個人所蔵といっても認めていく必

要があると思います。いかがでしょうか。 
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(中島副主幹) 

 

 

 

 

 

 

 昭和 30 年頃からそういった資料は急速に失われているので、目

ぼしいものは目をつけておいて、掬い上げる必要があると思いま

す。 

個人的に訪ねて所在を確認していますが、正式に調査をしている

わけではないので、所在確認が限界の現状です。 

寄贈が難しければ、寄託してもらう必要もあるかと思います。 

資料の収蔵庫が必要ではないでしょうか。 

いつ散逸するか分かりません。早めに調査をする必要があると思

います。 

寄贈や寄託は、博物館や収蔵庫など、受け皿がないと難しいので

はないでしょうか。 

博物館や収蔵庫については何十年来の課題で、そういった資料の

所在が確認できても、収蔵場所が無く、寄贈を受けるという話に持

っていけません。危機感をもって具体的な形を示していかないとい

けないと思います。現状を打破していく必要があります。 

教育委員会では、平成 25 年までに小中学校の耐震工事が全て終

わるので、その後のポスト耐震ということで挙げた 3本柱の計画の

一つに、収蔵庫計画があります。今後、次年度以降に予算化などで、

できる限り反映していきたいと思います。なお「所沢市公共施設マ

ネジメントの方針」では、原則として新規の建物をつくらないと明

示されておりますが、なんとか打破していきたいと考えます。資料

の量を考えると、かなり大型の建物を建てていかなければなりませ

ん。 

新たな文化財指定をしても、どうやって保護していくかが課題に

なると思います。都市化が進んでいく中、残せるものは残していく

ことが必要です。寄託によって資料の散逸を防ぐ必要もあるのでは

ないでしょうか。他に何かありますか。 

＜その他の審議提案なし＞ 

 

報告 

１ 埋蔵文化財調査センター事業報告 

【埋蔵文化財調査センターの事業内容等を報告】 

口頭説明により、以下の内容が報告された。 

・平成 24 年度の発掘調査は 4 遺跡 9 ヶ所で行われ、来月 6 月にセ

ンターにて最新発掘情報を展示予定。 

・臨時開館は 5月と 9月に行い、約 700 人の来館者があった。 

・『所沢市埋蔵文化財調査報告書』第 58、59 集を発行した。 

・平成 25年 4、5月の発掘調査については、東の上遺跡、宮前遺跡

を行った。今後、下安松遺跡の発掘調査を予定。 

・臨時開館は 8 月 22、23 日に行い、小中学生を対象とした土器づ

くり等イベント的な内容を予定。 

・出張授業として 4、5月に行った。市内の小学校 13 校、対象生徒

数として 1200 名以上。 

・職場体験として中学校 3校を予定。 

・教員の 5 年次研修を 8月に 4～8名受入予定。 

・膳棚遺跡の遺物に関して、県と分かれて収蔵していたが、市で一 

括して収蔵することになった。 
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(古谷主査) 

 

 

 

 

事務局 

(比留間所長) 

 

２ ミヤコタナゴ保護対策事業報告 

 【ミヤコタナゴ保護対策事業内容等を報告】 

 資料：4 により平成 24 年度事業報告及び平成 25 年度事業予定等

について報告された。 

 

３ ふるさと研究事業報告 

【生涯学習推進センターふるさと研究グループ事業内容等を報告】 

 資料：5により平成 24 年度事業実績等について報告された。 

 

その他 

次回、第 2回会議は、10 月頃の開催を予定。 

 


